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日本行動計量学会第43 回大会開催報告 

 
第43回大会実行委員長 中尾 啓子 

日本行動計量学会第43回大会を，9月1日から9

月4日までの4日間，首都大学東京・南大沢キャン

パスにおいて，開催させていただきました．開催

にあたりましては，大変多くの方々のお世話にな

りました．この場をお借りして，深く御礼申し上

げます． 

参加者数は，チュートリアルセミナーが53名，

大会が335名でした．また，公開シンポジウムに

は60名以上の，一般公開特別講演には100名を超

える方にご参加いただきました．セッション数は，

特別セッションが15，一般セッションが8です．

また，新たな試みとして始めたラウンドテーブ

ル・ディスカッションが5箇所で，7つテーマにつ

いて行われました．さらに，ポスター・セッショ

ンとして参加してくださった報告者が20名とな

り，それぞれ異なった形でいろいろな議論が盛り

上がりました． 

今年から始まった「柳井レクチャー」には，高

根芳雄先生（McGill University/University of 

Victoria）をお迎えして，ご講演いただきました．

また公開シンポジウムでは，首都大学東京の山下

祐介先生に東日本大震災の復興に関するテーマで

お話しをいただきました． 

このように多様な分野のテーマを取り上げ，そ

れらの研究の基盤となる方法論についての議論に

焦点を当てるという学会は，数少ないのではない

でしょうか．個人的には，他の会員の先生方から

学ぶことが多く，そのような学会の会員であるこ

とに誇りを持っています． 

 その学会の大会に関わることができて，大変光

栄です．私は名前ばかりの実行委員長で，実質的

には特に理事の中山厚穂先生が，緻密な計画を立

て，実行して下さいました．それから多くの院生・

学生の方々の力を借りて，なんとか無事に大会を

運営することができました．あらためて御礼申し

上げます． 

 しかし，反省点もいくつかございます．学会プ

ログラムにミス・プリントがあったこともそのひ

とつですが，これは事前にキャッチできなかった

私のミスに他なりません．ほんとうに申し訳ござ

いませんでした．ご迷惑をおかけした先生方に，

お詫びしたい気持ちでいっぱいです． 

 最後に，今回の経験を生かしながら，次回から

の大会の運営につなげていって欲しいと期待いた

します．そして，なにより日本行動計量学会のさ

らなる繁栄を心からお祈り申し上げます． 

 

中尾啓子（なかおけいこ） 

首都大学東京人文科学研

究科教授 

University of California, 

Irvine Ph.D. (Social Sciences)

卒．University of California, 

Los Angeles （ 助 教 授 ）

University of Southern California （准教授）の後，1998年

に東京都立大学（現・首都大学東京）社会学教員として着任，

現在に至る．現在University of New Mexicoの客員教授兼任．

専門は社会階層論，計量社会学，社会ネットワーク． 
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役員異動のお知らせ 

以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・大会担当委員会 

下川 敏雄（就任） 

菅野 剛（就任） 

角田 弘子（就任） 

袰岩 晶（就任） 

吉田 清隆（就任） 

 

・欧文誌検討委員会 

委員長：岡太 彬訓 

委員： 

足立 浩平（就任） 

植野 真臣（就任） 

林 文（就任） 

星野 崇宏（就任） 

 

 

2015年度学会賞受賞者について 

学会賞選考委員長 

村上隆（中京大学） 

 

1．学会賞受賞者の選考について  

今年度の学会賞の受賞者について，ご報告いた

します．昨年度と同様，すでに確立されている受

賞者選考の手続にしたがって選考を進めました．

すなわち，各賞（功績賞，優秀賞，奨励賞，出版

賞）について，候補選出のための基本情報を収集

するためのワーキンググループが，候補者をリス

トアップし，受賞者の選考に必要な資料が収集さ

れ，（私以外は覆面の）学会賞選考委員に届けられ

ました．委員会は，リストを精査した上で，それ

ぞれの賞について，候補者を絞り込むための慎重

な審議を行いました．その後，理事会の審議によ

り，最終候補者を決め， 該当者の承諾を確認した

うえで受賞者が決定されました．最終的な候補者

決定までの各段階で，橋本貴充学会賞担当理事に，

さまざまな形でお骨折りをいただきました．お礼

申し上げます． 

2．林知己夫賞（功績賞）  

今年度の受賞者は，小笠原春彦会員です．小笠

原会員の行動計量学への貢献は，統計学，特に大

標本における漸近理論と，数値計算の技法を駆使

し，行動計量学，計量心理学において広く用いら

れる確率分布や統計モデルにおける，パラメータ

推定とその誤差の評価等に関して多大な業績をあ

げ ら れ た こ と で す ． 本 学 会 の 欧 文 誌 

Behaviormetrika に限っても，最近5年間だけでも

以下のような論文が刊行されています． 

Ogasawara, H. (2014). Optimization of the Gaussian 

and Jeffreys power priors with emphasis on the 

canonical parameters in the exponential family. 

Behaviormetrika, 41(2), 195-223. 

Ogasawara, H. (2014). Estimation of ability using 

pseudocounts in item response theory. 

Behaviormetrika, 41(1), 131-146. 

Ogasawara, H. (2012). Asymptotic cumulants of 

functions of multinomial sample proportions with 

adjustment for empty cells. Behaviormetrika, 39(2), 

211-241. 

Ogasawara, H. (2011). Asymptotic expansions of the 

distributions of the polyserial correlation coefficients. 

Behaviormetrika, 38(2), 153-168. 

Behaviormetrika 誌にはこれに加えてさらに 13

編の論文があり，さらに，国際的に著名な学術誌

に多数の論文が刊行されているのですから，その

業績のすごさはお分かりでしょう．功績賞の「優

れた業績によって，行動計量学の発展に著しく寄

与したもの」という要件にこれほどふさわしい方

も少ないと思うのですが，わが国の研究者の間で

の知名度があまり高くなく（もちろん，知る人ぞ

知る存在ではあられたわけですが），結果として今

までの選考委員の視野に入りにくかったというこ

とはあるでしょう．選考委員会の席上でも，理事

会においても，「小笠原先生はまだ受賞されていな

かったのか」という驚きの声があったことも付記

しておきます． 
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3．林知己夫賞（優秀賞）  

今年度は，下川敏雄会員を受賞者として選考し

ました．下川会員の貢献は，主として医学領域に

対する適用を想定した多様な統計モデルの開発と

実データの解析にあります．特に，統計的学習モ

デルの 1 つであるルール・アンサンブル法の研

究・開発と，さまざまな形式のデータへの適用が

注目に値すると判断されました．本学会関係の業

績としては， 

Shimokawa, T., Li, L., Yan, S., Kitamura, S., & Goto, 

M. (2014). Modified rule ensemble method for 

binary data and its applications. Behaviormetrika, 

41(2), 225-244. 

Shimokawa, T., & Goto, M. (2011). Hierarchical cluster 

analysis for multi-sample comparisons based on the 

power-normal distribution. Behaviormetrika, 38(2), 

125-138. 

衛藤俊寿・下川敏雄・後藤昌司 (2007). 生存時間

研究における多分岐型樹木構造接近法 行動計

量学, 34(1), 1-20. 

があげられます．「行動計量学に関する，単数また

は複数の優れた研究業績を発表した個人」という

賞の趣旨にふさわしい方と判断しました． 

 

4．肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）  

今年度の受賞者は里村裕紀会員です．里村会員

の注目すべき業績は，正準相関分析の新しい定式

化と斜交回転の導入です．この業績で， 

Satomura, H., & Adachi, K. (2013). Oblique rotaton in 

canonical correlation analysis reformulated as 

maximizing the generalized coefficient of 

determination. Psychometrika, 78(3), 526-537 

という，国際的に評価の高い学会誌への論文が刊

行されていること，また，行動計量学会の大会に

おいても，意欲的な研究発表がなされていること

など，「今後に期待される意欲的な研究業績を発表

した個人」にふさわしいと判断されました．さら

なる将来の展開を期待しております． 

 

5．杉山明子賞（出版賞）  

今年度は，Heungsun Hwang 会員と高根芳雄会

員が受賞者です．この賞は「過去3年程度に刊行

された行動計量学に関する優れた図書の著者・訳

者（原則として3人以内）を対象とする」という

趣旨ですが，両会員の共著書， 

Hwang, H., & Takane, Y. (2015). Generalized 

structured component analysis: A component-based 

approach to structural equation modeling. Boca 

Raton, FL: CRC Press. 

が，受賞の対象となりました．本書は主成分分析

を基礎とした，すなわち，入力変量の線形合成変

量にもとづいた構造方程式モデルという独創的な

着想にもとづく理論的展開の，包括的な研究書で

す．Psychometrika 誌に刊行された 10 余編の論文

がベースとなっていますが，Behaviormetrika 誌に

も数編の論文が掲載されています．高根会員は，

受賞対象図書の刊行の直前にも． 

Takane, Y. (2014). Constrained principal component 

analysis and related techniques. Boca Raton, FL: 

CRC Press. 

という，やはり優れた書物を出版しておられるこ

とも，受賞への1つの後押しになりました． 

 

村上 隆（むらかみ・たかし）  

中京大学現代社会学部教授 

名古屋大学名誉教授，国立大学

入学者選抜研究連絡協議会会

長，日本行動計量学会理事，監

事などを歴任． 

 
 

 

学会賞受賞者より 
 

林知己夫賞（功績賞）を受賞して 

小樽商科大学商学部 小笠原 春彦 
 

 ご連絡を頂いたときに受賞に関して迷いました．

日本行動計量学会に対して受賞に値するような貢

献らしい直接的な貢献がないからであります．先

達の名を冠した賞ですのでなおさらでした．一方

で過分なことではありますが，ありがたいことで

あり，これを機会に一層努力できればと思い，受

賞させていただくことに致しました．春秋に富む

若い研究者とは異なり，今後に期待するというこ

とはあまりできません．したがって，どれだけ努
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力できるのかまた努力した結果，成果がどれだけ

得られるのか，はなはだこころもとない限りでは

あります．しかし，たぶん人の意欲の一般的な構

造がそのようになっているからだと思いますが，

人並みに今後も精進したいと思います． 

この文章を書いていますのは受賞させて頂いて

から一か月あまりたった時点ですが，上のように

総会でご挨拶させて頂いた気持ちが根付きつつあ

るのを意識致します．論文作成で苦しんでいた時

でもあり，頼もしいサポートを頂いたようで，こ

のような積極的な心理的な変化は予想しませんで

した．単純に現金な性格ということだけかもしれ

ませんが，非才の研究者としてありがたい限りで

あります． 

当学会の大会に初めて参加したのは 1980 年に

慶應大学日吉キャンパスでおこなわれたときでし

た．発表はしませんでした．MDSの研究者のJ. B. 

Kruskalが特別講演をし，通訳を高根芳雄先生が

していました．そのころは当時の国鉄の鉄道労働

科学研究所というところに勤めており，私も

MDS の勉強会などに参加しておりました．高根

先生も北米に職を得て以来，当学会の大会に参加

できるようになったころかと思います．その後，

職場では企業内における適性検査の実施と管理の

システム化というのが行われこの仕事で忙しく，

次に発表を兼ねて参加したのは 1986 年の東京大

学医学部主催の大会で会場は経済学部でした．こ

のときは「成人用知能検査における年齢換算基準

の最尤推定」というのを発表しました．座長は池

田央先生でした．すでに 30 歳代の半ばでした．

この研究はその後様々な形で関連分野を追及する

突破口になりました．ただし，その研究成果は研

究所の紀要に日本語で書いたものでした． 

その後，勤めていた国鉄が民営分割され，研究

部門は統合されて財団法人鉄道総合技術研究所と

なりました．入社以来携わっていた心理適性検査

の仕事はそのまま引き継がれて私も適性検査の仕

事を続けました．1986年以降は毎年，当学会の大

会で継続的な発表を意識して行うようにしました．

しかし，これまで2回逃しました．一回は予稿集

にも抄録が掲載され，座長も引き受けたのでした

が，急遽病気で 2 週間ほど入院することになり，

口頭発表はできませんでした．このときは他の学

会も同様で，抄録を予定していた日本統計学会大

会にすでに提出していました．これを引用する必

要が予想されたので問い合わせたところ引用の可

否に関して，学会は判断しないということでした．

もう一回はうっかりして申し込み期限を過ぎてし

まったことによります．このときも抄録等は準備

していましたが，どこでもよいから発表させて頂

けないかと問い合わせたもののかないませんでし

た．私は申し込みが始まるとすぐに申し込むこと

が多いのですが，こころのなかにたるみが生じた

のだと思います． 

当学会での研究発表は，いずれも運がよかった

のだと思いますが学会誌でも何回かさせて頂きま

した．匿名の査読者による論文審査は投稿者には

厳しいものがあります．一方で，査読者にも負担

を強いるものです．当学会の学会誌も例外ではあ

りません．応用分野ほど実際場面での有用性が明

確でなければならないので，理論を主体とする学

会誌とは異なる厳しさがあるといえます．このよ

うな厳しさが学会誌の水準を維持しています．査

読がなかったらどんなに瑕疵の多い論文であった

としばしば思います．数多くの査読者とのやりと

りがいつも勉強になりました．査読者と著者の意

見が拮抗するときは査読者の意見を一旦受け入れ

て論文を再構成するとほとんどの場合良い方向に

進んだと思います．また査読者の意見を受け入れ

ると査読者も変わってくることをよく体験します． 

振り返ってみると当学会の大会や学会誌での発表

を目標にして，これにより継続的に研究活動が可

能であったような気がします．深く当学会に感謝

申し上げます．また，当学会を中心とする研究上

の諸先輩，同世代や次の世代の研究者の方々との

交流もありがたい限りであります．改めて厚く御

礼申し上げます． 
 

小笠原 春彦 

（おがさわら・はるひこ） 

小樽商科大学商学部特任教授 
東京大学教育学部教育心理学科卒

業，博士（学術，東京工業大学， 

1992），博士（教育情報学, 東北大

学，2014），日本国有鉄道労働科学

研究所，財団法人鉄道総合技術研究

所を経て1995年より現所属，1994年5月より

Behaviormetrika編集委員． 
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林知己夫賞(優秀賞)を受賞して 

和歌山県立医科大学医学部 下川 敏雄 

 
 この度は，栄誉ある賞を頂戴いたしまして，光

栄に感じております．今回の受賞は学生時代の指

導教官である後藤昌司先生(特定非営利活動法人 

医学統計研究会 代表理事)をはじめとした諸先生

方のご指導・ご鞭撻があってのことであると感じ

ております． 

 私にとって行動計量学会とは，初めて学会発表

をさせて頂き，また初めて論文を掲載させていた

だいた学会ということで，強い思い入れを感じて

おりました．そのような学会から受賞させていた

だくことを非常に嬉しく思います． 

 私は工業高専及び学部時代にはコンピュータ・

サイエンス(とくにソフトウェア工学)を専攻して

いたこともあり，大学院では統計的視覚表現(統計

グラフィクス)を研究していました．その後，分類

回帰樹木(CART)法の研究をきっかけにアンサン

ブル樹木法の研究を開始し，現在の主題となって

おります． 

 また，私の指導教官である後藤先生からは，「統

計的データ解析の実践」を経験することの重要性

をお教え頂きました．現在の職場では，医学のフ

ィールドのなかで統計的データ解析を実践してい

ます．そのなかで直面する問題を解決するための

新たな統計的手法を開発しています．近年では，

データ・サイエンスが脚光を浴びていますが，そ

の先駆けが行動計量学には既にあったように感じ

ております． 

 今年度より勤務先が変わったことで，研究が疎

かになっていることを日々痛感していました．こ

の度の受賞は，勤行だけでなく研究も頑張らなけ

ればならないという激励であると受け止め，今後

も研究に精進するきっかけとなりました．この度

は，本当にありがとうございました．今後ともよ

ろしくお願い申し上げます． 

 

 

下川 敏雄(しもかわ・としお) 

和歌山県立医科大学医学部

准教授 兼 臨床研究センタ

ー副センター長 

大阪大学大学院基礎工学研究科

博士後期課程修了，博士(工学) ，

大阪大学医学部附属病院未来医

療センター特任研究員，山梨大学大学院医学工学総合研究部

准教授を経て2015年4月より現職． 

 

 

肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

日本たばこ産業株式会社 たばこ中央研究所 

里村 裕紀 

 

この度は栄えある賞を頂き，大変光栄に存じま

す．今回の受賞は大学院在籍中にご指導いただい

た，大阪大学 人間科学研究科教授 足立浩平先生

をはじめとする，諸先生方のご指導ご鞭撻があっ

てのことだと存じております．この場をお借りし

て深く感謝申し上げます． 

私が行動計量学の門戸を叩いたのは学部3年次

の研究室配属がきっかけでした．元々は人間行動

そのものに興味を持っており，学部入学時は社会

学といったマクロな視点か，それか神経生理学と

言ったミクロな視点のどちらかから，複雑な人間

行動の背後に潜むメカニズムを解明していきたい

と考えていました．しかし学部講義を受講するに

つれ，人間行動そのものよりも，メカニズムを抽

出するための方法論である統計科学へと興味が移

っていきました． 

こうした契機から行動計量学に入門したため，

学部・修士を通じて，因子回転法や主成分分析に

代表される次元縮約法，クラスター分析法など，

観測データから背後に潜むシンプルな構造を抽出

するための手法が興味の中心でした．今回受賞の

きっかけとなりました研究も「これまで理論的に

多くの研究者の興味を引きながらも行動科学研究

では余り用いられてこなかった正準相関分析法を

再定式化し，斜交因子回転法を適用することで解

釈可能性を向上させることを提案する」というデ

ータ解析手法開発者としての興味の流れを汲むも

のです． 
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一方企業に入社してからは，官能評価試験を計

画・実施し，予め設定した種々の水準の効果を線

形混合効果モデルにより検証する，などの，手法

の開発者ではなくユーザー，探索型ではなく検証

型，といったある種正反対の研究を主業務として

おります． 

とはいえ，こうした実質科学に携わる中で，方

法論研究の発想刺激を得ることも多くあります．

確認したい事象のための適切な試験系を構築する

と，どうしても既存手法では取り扱いが困難なデ

ータが得られてしまう，といった場合です．こう

した企業現場の実務をきっかけに方法論を開発し，

それを学術領域へ報告することを通じて，そして

また在野の研究者として，行動計量学の裾野を広

げることを通じて，僭越ながら行動計量学会へ貢

献したい所存です． 

日頃，学会誌などで諸先生方の研究成果を見聞

きする度に，自身の不勉強さ，視野の狭さを痛感

させられてばかりの若輩者ではありますが，この

度頂戴した奨励という会員の皆様方の温かいお言

葉に応えるべく，より一層精進いたしますので，

今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し

上げます． 

 

里村 裕紀（さとむら・ひろのり） 

日本たばこ産業株式会社 

たばこ中央研究所 研究員 

大阪大学大学院人間科学研究科 

博士前期課程修了．2012 年 4 月

より現職． 

 

 

 
杉山明子賞(出版賞)受賞に寄せて 

McGill University, Hwang Heungsun 

University of Victoria, 高根芳雄 

 

I am deeply honoured to be selected for this 

award, along with my mentor Dr. Yoshio 

Takane. I would like to express my sincerest 

gratitude to the Behaviormetric Society of 

Japan for recognizing our book about 

generalized structured component analysis.  

 

Heungsun Hwang 

(ヒュンサン・フワン) 

マッギル大学准教授 

マッギル大学心理学科， チュン

アン(Chun-Ang)大学心理学科卒，

マッギル大学Ph.D., CFI Group

リサーチ・アナリスト，HEC 

Montreal 助教授を経て現職． 

 

この度は名誉ある出版賞をいただき有難うござ

いました．共著者の Heungsun Hwang 博士共々厚

くお礼申し上げます．私にとってはこれが2回目

ですが，Hwang 博士にとっては初めての栄誉です

ので，本稿では主として彼のことについて書こう

と思います．もっとも彼は3年程前本学会から優

秀賞を授与されていますので，彼のことをよくご

存知の方もいらっしゃるのではないかと推察致し

ます． 

実はHwang 博士は1997年から2001年にかけて

私の学生でした．彼は博士論文で本書の主題であ

る「一般化構造成分分析法」の前身となる「拡張

冗長性分析法」を取り上げたいきさつがあり，そ

れで私を共著者に選んだものと思われます．した

がって本書を出版するにあたっての功績の多くは

彼にあると言わなければなりません．彼は非常に

書くのが上手で，大学院生の時から論文をドラフ

トさせても私が直接文章に手を入れて直す必要が

殆んどありませんでした．実を言うとそういう学

生は英語が母語の学生でも非常に珍しいのです．

しかも彼は非常に几帳面で，ものごとを計画通り

着実に進めていくタイプで，今回も自分の執筆部

分の草稿を私が自分の分を1行も書き始めないう

ちに全部書きあげてしまいした．したがって今回

私は共著者としてむしろ彼の足を引っ張った方で，

もし彼一人でこの本を書いていたならば，きっと

もっと早く出版出来たに違いありません． 

私は1977年にMcGillに就職しましたが，長い

こと大学院生を採りませんでした．若い頃は自分

の研究に忙しく，大学も私が学生を採らないのを

あまり気にする様子はありませんでした．ところ

が1990年代の後半からカナダの研究助成機関(日

本の科研費に相当) が学生を指導しない研究者に
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は研究費を出さないという方針を打ち出したため，

私も方向転換せざるを得なくなりました．彼はそ

れで私が採った最初の学生でした．今になってみ

ればその時採って本当に良かったと思えます．そ

うでなければ，私のその後の研究内容も研究の仕

方も今のものとは違っていたに相違ありません．

北米ではよく「一生に1人でも優秀な学生に出会

えればそれで満足しなければいけない」と言われ

ますが，自分にとってはそれがHwang博士なので

あろうと思います．実は彼が私の学生だった時期，

私は家庭の事情であまり学生の指導が出来ません

でした．多少逆説的に聞こえますが，かえってそ

れが良かったのかも知れません． 

私は長いこと本を書くことをためらっていま

した．私が北米で就職したての頃は何といっても

審査のあるジャーナルに論文を出すことが最優先

されました．（最近はジャーナルの数も増え，論文

が出し易くなったため状況はかなり変わってきて

いるかも知れません．）若い頃は論文の執筆に追わ

れ，本を書いている余裕がありませんでした．よ

うやく退職間際になって本を書く余裕が出て来た

というのが実情です．私はここ 5年ほどの間に3

冊の本を出版しましたが，本を書くのはあまりに

も大変なので，もう当分本を書く気はありません．

当面は本を書く間ほうっておかざるを得なかった

論文をいくつかまとめようと思っています． 

 

高根芳雄（たかね・よしお） 

ビクトリア大学心理学科

Adjunct Professor.  

東大文学部心理学科卒，ノースカ

ロライナ大学 Ph.D.，マッギル大

学教授を経て現在同大学名誉教

授および上記現職． 

 
 
 
Generalized Structured Component Analysis: A 
Component-Based Approach to Structural 
Equation Modeling. Chapman and Hall/CRC， 
2014年12月． 

 
 

 

 

新たな名誉会員に関するご報告 

学会賞選考委員長 

村上隆（中京大学） 

 

行動計量学の発展に多大な功労をなされてきた 

・村上征勝氏（同志社大学文化情報学部教授） 

・田栗正章氏（千葉大学名誉教授, 大学入試セン

ター名誉教授） 

は，理事会より名誉会員として推薦され，2015

年 9月3日の総会での承認を経て，名誉会員とな

られました． 

なお，今年度から，理事会への基礎資料の提供

を，学会賞選考委員会が行うこととなりましたの

で，あわせてご報告いたします． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本行動計量学会会則第5 条 

（3）名誉会員 行動計量学の発展に功労のあ

った者で，理事会が推薦し，総会の承認を得

た者 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCOm5ntqlgskCFajbpgodBB8GwQ&url=https://www.crcpress.com/Generalized-Structured-Component-Analysis-A-Component-Based-Approach-to/Hwang-Takane/9781466592940&psig=AFQjCNHnYmsP0UCO78GKbZZ8Zz3VZI6uzQ&ust=1447122540273055
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日本行動計量学会第44回大会のお知らせ 
 

大会実行委員長 

中村永友（札幌学院大学） 

 

 2016 年度の第 44 回 日本行動計量学会の大会

を下記の通り，札幌学院大学で開催いたしますの

で，ご周知を頂ければと存じます． 

 

日時：2016年8月30日（火）～9月 2日（金） 

場所：札幌学院大学 

 〒069-8555 北海道江別市文京台11番地 

        大会実行委員長：中村 永友 

           副委員長：高田  洋 

交通アクセス： http://www.sgu.ac.jp/（本学ウェ

ブサイト上部の交通アクセスを参照下さい．） 

 

 本学の紹介をさせていただきます．札幌学院大

学は，1946年にその前進となる札幌文化専門学院

が創立されてから，来年2016年は創立70周年を

迎えます．その記念の年に行動計量学会の大会を

開催できることを喜ばしく思います．本学は，経

営学部，経済学部，人文学部，法学部，社会情報

学部の5学部9学科からなる文系の総合大学です．

開学当初は札幌市内に校舎がありましたが，その

後，大学規模が大きくなり，札幌市のベッドタウ

ンである江別市にキャンパスを移しました．大学

郊外移転の先駆けでしょうか．人文学部人間科学

科（昭和 52 年）や社会情報学部（平成 3 年）は

日本で最初に，さらに臨床心理学研究科（平成12

年）と臨床心理学科（平成 13 年）は北海道で最

初に設置されるなど，時代を先取りしていました．

本学を含めて江別市内の近隣には 4 大学があり，

特に本学のある地区は文教地区として江別市が都

市計画した場所であります．ほとんどの学生は北

海道内からの修学で，在学生数は 5000 名前後の

中規模大学です． 

 立地としては，

最寄りの JR 駅

は函館線大麻駅

で，JR 札幌駅

から快速で 15

分，降車後徒歩

約 10 分です．

また新千歳空港からの場合は，新札幌駅で下車し

ていただき，路線バスで約 15 分でございます．

札幌市内からのアクセスは非常に良いと言えます．

詳しくは本学ウェブサイトの交通アクセスをご覧

下さい． 

 また，本学には講義棟が並列して配置されてお

り，200～250 名程度が収容できる大教室がコン

パクトに配置され，全国規模の学会の開催には適

しております．過去には500名以上参加の全国学

会を数回開催した実績がございます． 

 さて，今回の大会も「特別講演：柳井レクチャ

ー」，「ポスターセッション」等の開催も考えてお

ります．さらに研究交流の場としての懇親会に若

手研究者の参加を促す方策や，ランチョンセミナ

ー的なフラットな勉強の場も考えております．詳

細は決まっておりませんが，例年と同様のスケジ

ュールの予定です．講演申し込みや参加申し込み

など詳細が決まりましたら，会員用メーリングリ

ストや学会のウェブページ，さらに会報等で広報

をいたします． 

 大会実施時期の8月下旬から9月上旬は，朝晩

が多少肌寒い時期でございますが，北海道への観

光客が少なくございません．宿の手配はお早めに

されますよう，よろしくお願いいたします．さら

に 2016 年 3 月には函館までですが，新幹線も開

通いたします．旅程に余裕のある方はいかがでし

ょうか． 

 本学会の大会としましては，北海道での開催は

1985年の北海道大学以来でございます．多くの皆

さまのご参加をお待ちいたしております． 
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編集委員会より 

 
Behaviormetrikaのシュプリンガー社から

の発行について 

欧文誌検討委員会委員長 

岡太 彬訓（多摩大学） 

 

 この度，当学会では欧文誌Behaviormetrikaを

2017年に発行する第44巻1号よりシュプリンガ

ー・ジャパン株式会社（以後シュプリンガー社と

略します）より発行する契約を結びました．昨年

9 月に編集委員会でこの問題の検討に着手し，今

年度からはこの問題を引き継いだ欧文誌検討委員

会での慎重な審議を経て，このような結論に至っ

たものです．首都大学東京における第 43 回大会

中の9月2日に開催された理事会で欧文誌検討委

員会の結論が承認され，9 月 3 日の総会でこのこ

とをご報告しました．Behaviormetrikaをシュプ

リンガー社から出版することは，単に出版社が替

わるということだけではなく，Behaviormetrika

の将来，学会の役割，そして，会員各位の将来の

学会との関係に大きな影響があると考えています． 

 Behaviormetrika をシュプリンガー社から出

版することには学会と会員にとって幾つかの利点

があります．第1は，数多くの学術雑誌を出版し

ているシュプリンガー社から発行することによっ

て，Behaviormetrikaに掲載されている論文の引

用が世界的に拡大される可能性が大きいことです．

これ迄にも Behaviormetrika に掲載されている

論文の中には数多く引用されているものがありま

す．Behaviormetrikaをシュプリンガー社から出

版することでこのような論文がもっと多くなるこ

とが期待できます．第2は，インパクトファクタ

ーの問題です．現在，Behaviormetrikaにインパ

クトファクターは付与されていません．もちろん

現在のままで Behaviormetrika にインパクトフ

ァクターが付与されるように努力しンパクトファ

クターが付与されることも考えられます．しかし，

一方ではインパクトファクターが付与されるため

には，一種の専門的な知識あるいはこつが必要で

あることもまた多くの関係者が認めるところでは

ないかと思います．シュプリンガー社は，この面

で多くの経験を蓄えており，同社の助言を得て

Behaviormetrika にインパクトファクターが付

与されるようにしたいと考えています． 

 最近では，インパクトファクターのない学術雑

誌の論文を業績として認めない大学や研究機関も

少なからぬ数に上ります．そのような点から

Behaviormetrika にインパクトファクターが付

与されることは，会員に大きな利益があると考え

ます．学会としてインパクトファクターの付与さ

れた学会誌をもち，編集するということは，学会

員各位に対する学会の責任であり，会員各位の将

来にわたっての大きな利益になると確信します． 

 シュプリンガー社より発行される第 44 巻 1 号

からは，Behaviormetrikaの冊子体での会員への

配布はなくなり，会員は電子ジャーナルを購読す

ることになります．また，従来Behaviormetrika

への投稿は欧文誌編集委員長へ行われていますが，

以下のように変更します．2016 年 4 月下旬に電

子投稿・査読システム（シュプリンガー社

Editorial Manager）が稼働する予定です．これ

に伴い，第 44 巻 1 号以降に出版される論文は電

子投稿・査読システムを通じて投稿することにな

ります． 

 バックナンバー（第 1 巻から第 43 巻）につい

ては，第 44 巻以降と同様にシュプリンガー社の

Web site で公開するのか，あるいは，従来通り

J-Stage 等を通じた公開を継続するのか，それぞ

れに一長一短がありますので慎重に比較して評価

しています．学会としての結論が得られ次第会報

等を通じて会員各位にお知らせいたします．また，

今般 Behaviormetrika をシュプリンガー社より

出版することになりましたが，従来通り著作権は

日本行動計量学会に帰属します．また，著作者人

格権も従来通り著者に帰属します． 

 Behaviormetrika は出版社を変更するだけで

この分野における学術雑誌としての価値がより高

まる訳ではありません．編集委員会を中心とする

学会自体そして会員各位が努力する必要があるこ

とは論を俟ちません．シュプリンガー社からの出

版は，Behaviormetrikaの価値をより高め学会が

飛躍する機会にしたいと考えています．その意味

で会員各位の一層のご協力を心よりお願いいたし

ます．Behaviormetrikaのシュプリンガー社から
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の出版に伴う諸点については，明らかになり次第

会報や学会のホームページなどを通じて御知らせ

する予定です．なお「行動計量学」の印刷は従来

通り笹氣出版印刷で行います． 

 
Behaviormetrikaの大学等での定期購読の

お願い 

編集委員会委員長 

岡太 彬訓（多摩大学） 

 

2017年の第44巻1号より，Behaviormetrika

はシュプリンガー・ジャパン株式会社より発行さ

れます．Behaviormetrika の一層の発展のため，

会員各位の所属しておられる大学や研究機関等

（従来 Behaviormetrika を定期購読しておられ

ない）での定期購読を開始して下さいますようど

うぞよろしく御願いいたします．各所属機関が通

常連絡を取られている書店（丸善，紀伊國屋等）

にお申し出くだされば誠に幸いです．従来より定

期購読しておられる場合は，2017年以降も定期購

読が継続されます．なお，シュプリンガー・ジャ

パン社における Behaviormetrika の担当は平地

豊氏(Yutaka.Hirachi@springer.com)です． 

 

 

運営委員会より 

 

2015年度 春の合宿セミナーのお知らせ 

芳賀 麻誉美（徳山大学） 

 

今年度で第 18 回目となる日本行動計量学会・

春の合宿セミナーを下記の要領で開催します．今

回は基本に立ち返り，講師の先生を中心に，テー

マを決めた学習と深い議論が可能なように合宿形

式での開催といたします（研修所はきれいで清潔．

宿泊は個室です）．富士の麓で温泉とおいしい食事

を楽しみながら，次の飛躍を目指して学びましょ

う． 

記 

日時：2016年3月25日（金）～27日（日） 

会場：東富士リサーチパーク内 TOTO 東富士研

修所（JR 御殿場駅より送迎バスで20 分） 

＊具体的なセミナー内容は，次報や ML，下記

Webサイトにてお知らせいたします． 

https://sites.google.com/site/BSJSpringSeminar

/home 

 

平成28年度研究部会の募集について 

運営委員会委員長 

大森 拓哉（多摩大学） 

 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．研究部会には，一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部会，

および，オリジナリティーに富んだ研究成果を挙

げることを目的とする研究グループがあります． 

活動経費は，地域部会については1部会上限5万

円程度，研究グループは1部会5万円（採択件数

は優れた研究計画若干）です．地域部会について

は，都心部から東京近郊までを主たる活動地域と

する部会を考えておりません．平成28年度の研 

究部会の募集を下記要領で行います．なお，採否

の審査結果は，4月初旬にお知らせする予定です． 

○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

下さい．）： 

(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定者

（会員・非会員別），助成希望金額，活動予定（こ

の順序で書くこと） 

(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予

定者（会員・非会員別），研究計画，活動予定（こ

の順序で書くこと） 

○応募締切：平成28年1月31日（日）必着 

○送付先（問合せ先）： 

日本行動計量学会運営員会委員長 

大森拓哉 

ohmori@tama.ac.jp 

なお，研究部会に関する規約はWeb ページ 

http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf 

をご参照下さい． 

 

 

 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 147 号                                 2015 年 12 月 1 日 

11 

 

広報委員会より 
 

広報委員会委員長 

中山 厚穂（首都大学東京） 

 

学会Webページの整備・更新 

Webページの整備・更新を行いました．今回の

更新では，第 43 回大会で表彰のあった学会賞や

名誉会員のページなどを更新いたしました．今後

も会員の皆様に有益な情報が提供できるよう引き

続き Web ページの整備・更新を行っていきたい

と思います． 

メールニュースの配信 

 メールニュースの配信状況は下図の通りです．

下半期においては，9 月に配信数が伸びています

が，おおむね前年度の配信数と同程度となってお

ります．広報委員会では，会員に関係があると思

われるシンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会

員企業の求人情報も含む)などの情報を含め，会員

の皆様から情報提を募集しております．広報依頼

の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい． 

 

メールニュースの配信数 

その他の広報活動 

数年前から広報委員会では，学会大会の宣伝活

動を組織的に行っています．第43回大会について

も，他学会のメーリングリストでの案内やWEB

での掲載を可能な限り行いました． 

 皆様の加入されている学協会で，本学会の行事

をご案内できる場としてお薦めのものがございま

したら，広報委員会までご連絡下さい．今後の広

報活動の参考にさせて頂きます． 

 

大会担当委員会より 
 

大会担当委員会委員長 

松本 渉（関西大学） 

 

大会担当委員会委員の追加 

前号にて，今期の大会担当委員会委員 11 名を

ご紹介いたしましたが，下記の5名の委員を追加

させて頂くことになりました． 

・下川 敏雄 （和歌山県立医科大学） 

・菅野 剛 （日本大学） 

・角田 弘子 （日本ウェルネススポーツ大学） 

・袰岩 晶 （国立教育政策研究所） 

・吉田 清隆 （神戸親和女子大学） 

2015年度第5回理事会（2015年11月11日開

催）にて承認されましたので，ご報告いたします． 

過去の会報で述べました通り，現在の委員会に

は，大会運営支援業務と，大会をより魅力的にす

る戦術を考える大会活性化戦略策定業務の2点に

ついても期待されています． 

次年度の大会開催予定校における会員が少ない

ということがありますので，主として大会運営支

援を補強する目的で増員を図らせて頂きました． 

 

第43回大会実行委員会への協力のご報告 

前号の会報でお知らせしましたように，第 43

回大会については，上野雄史・尾崎幸謙・中村永

友・中山厚穂・藤井誠二・森裕一・松本渉（以上，

敬称略）の 7 名の大会担当委員が第 43 回大会の

実行委員を兼任し，当日の業務を支援いたしまし

た． 

また，この実行委員会への協力経験を踏まえて

今後の大会開催における運用上の工夫を見出した

いと考え，大会期間中の9月4日のお昼休みに対

面での大会担当委員会を開催し，意見交換を行い

ました． 

 

来年度の大会について 

 来年度の第44回大会は，2016年8月30日（火）

～9 月 2 日（金）に，札幌学院大学にて，中村永

友会員を実行委員長として開催される予定です．

実行委員会は，同校の高田洋会員のほか学外者の

大会担当委員を加えて構成される予定です． 
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【シリーズ海外レポート⑫】 

 

ユトレヒト大学を訪問して 
 

宇佐 美慧 (筑波大学大学院人間総合科学研究科) 

 

2015年 9月の二週間，オランダのユトレヒト大

学(Utrecht University)のDr. Ellen, L. Hamaker氏の下

で，同大学の客員研究員として共同研究をする機

会に恵まれました． Hamaker氏の専門は縦断デー

タ分析であり，オランダを代表する若手統計研究

者の一人です．レジーム・スイッチングや連続時

間モデリングについての業績もありますが，特に

氏の最近の研究で注目されているのは，縦断デー

タ分析のための代表的な潜在変数モデルである，

潜在成長モデルにおけるモデル表現の研究です．

もう少し具体的に言えば，縦断的変化を扱う新た

なモデル表現の提案や，従来のモデル間の数学的

関係性の証明といったテーマが挙げられます．多

方面の研究分野における縦断データへの関心の高

まりとともに，私もこのような問題に興味をもっ

て研究をしており，もう少し突き詰めてモデル表

現の在り方を考えることができないかと思ったの

が，Hamaker 氏にコンタクトをとり今回ユトレヒ

トを訪れるきっかけとなりました． 

 ユトレヒトはアムステルダム，ロッテルダム，

デン・ハーグに次いで，オランダの第4の規模の

都市として知られる街です．ユトレヒトは首都ア

ムステルダムから南に 30km ほどの，概ねオラン

ダの国土の中央に位置し，高速や鉄道など交通の

要所としても知られています．オランダ建国の元

となった対スペインの軍事同盟である，ユトレヒ

ト同盟が結ばれた場所と言えばお分かりになる先

生方も多いのではないかと思います．もう少し最

近では，うさぎのキャラクターとして有名なミッ

フィーの生みの親であるディック・ブルーナの出

身地としても有名です．そのため，ユトレヒト市

内にはブルーナ博物館をはじめとして，信号機や

モニュメントなど至る所にミッフィーの姿を見る

ことができます．ユトレヒトの街中で日本人を見

かけることはほとんどありませんでしたが，ブル

ーナ博物館の中は多くの日本人で賑わっていまし

た． 

 

ブルーナ博物館（ブルーナハウス） 

 

 

ユトレヒト駅前のモールにもミッフィーが． 

 

ユトレヒト大学は 1636 年に設立された公立大

学であり，2014年のAcademic Rankings of World 

Universities では国内 1 位の名門です．大学は，

ユトレヒト駅から東に 3-4km ほどの所に位置し，

大学関係者の多くは市内を頻繁に運行しているバ

スで通っています．Hamaker 氏は日々の研究・校

務は勿論のこと，育ち盛りの二人の子供の育児で

大変多忙な身であるにもかかわらず，スキポール

空港まで私を迎えに来てくれました．実は，その

ときに至るまでHamaker氏とは直接話した事があ

りませんでしたが，氏は大変温かく私を迎えてく

れ，ユトレヒト行の鉄道の車中まで案内をしてく

れました．同時に氏は非常に気さくな人柄であり，

2007 年に東京で IMPS(International Meeting of 

Psychometric Society)があった際のことやその後の

京都への観光の思い出話を伺い，またお互いの大

学での講義や校務，これからの共同研究について

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%82%A4%E3%83%B3
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話していたらあっという間に私たちはユトレヒト

まで運ばれていました． 

 Hamaker氏の所属はDepartment of Methodology 

and Statisticsであり，そこには縦断データ解析のみ

ならず，ベイズ統計，欠測データ，潜在変数モデ

リング，多変量解析，実験計画，因果推論，メタ

分析などを専門とする数十名規模の教員が所属し

ています．日本では縦断データ分析(や心理統計)

を専門とする研究者の数が非常に限られている中

で，これだけ多様なバックグラウンドからなる教

員陣が一つの大学に所属していることに感銘を受

けるとともに，第一線で活躍する研究者と同じ場

に少しでも居させて頂けることに，オランダに発

つ前から心を躍らせていました． 

 

 ユトレヒトの街並と運河 

 

 

ユトレヒト大学 

(Department of Methodology and Statistics) 

 

   私が Hamaker 氏と進めたかった研究は，別々

の文脈で開発されてきた，グレンジャーの因果性

の観点から変数間の変化の縦断的関係性を調べる

幾つかの方法論を統合的に表現する枠組み(モデ

ル)を提案するというものでした．実践上の重要度

は高い話題であると確信していたものの，理論的

な面白味には欠けるかもしれないと気を揉んでい

ましたが，Hamaker 氏はこのアイデアをとても気

に入ってくれました．Hamaker 氏と 2,3 日この枠

組みや論文の方向性についてディスカッションし

て，残りの一週間は論文執筆に専念しました．そ

の間，ラボ・ミーティングや食事会にも同席する

機会にも恵まれました．Hamaker 氏の知識や研究

者としての経験の違いを感じたのは勿論のことで

したが，研究・校務に加えて育児をしながら研究

を続けているHamaker氏は私よりもずっと時間の

使い方や頭の切り替えが上手で，その点も学ぶべ

きことが多かったように思います． 

 休日には，2013年に IMPSが開催された場所で

もあるアーネム(Arnhem)にあるオランダ野外博物

館(Nederlands Openluchtmuseum) へ，Hamaker氏の

家族とピクニックに行きました．野外博物館では

中世から近世にかけてのオランダの酪農や日常生

活の様子を知ることができます．オランダと言え

ば風車ですが，灌漑(排水)，製粉，電力と様々な

用途で利用される風車の仕組みの違いを Hamaker

氏は詳しく教えてくれました．その前日には夕食

にも招いてくれ，今回の訪問でお世話になった夫

妻に少しでも恩返しができればと，ピクニック中

は 4 歳・2 歳の二人の息子の世話役を積極的に買

って出ました．とは言っても，公園中を元気よく

走りまわる彼らに目を配ったり，ベビーカーに乗

せて競争したりと中々のタフな時間でもありまし

たが，父親になったような気分で，良い思い出に

なりました． 

 
ラボの夕食会でHamaker氏と． 
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とにかく共同研究を進めることができればと当

初考えていた私でしたが，このような数多くの貴

重な機会に恵まれ，研究と充実感に満ち溢れた実

り多い訪問となりました．江戸時代に鎖国政策を

していた日本と唯一国際的な交流があったとされ

るオランダには，他の国にない特別な縁が元々あ

りますが，ヨーロッパにおいてイギリスと並んで

優れた心理統計学者を輩出し続けてきたオランダ

への今回の訪問を通して，心の距離がぐっと縮ま

ったように思います．また，短期間でも，オラン

ダの優れた研究環境に身を置いたことは，日本に

居る自分にできることは何なのかを再考する良い

契機にもなりました．海外での研究の経験はやは

り色々な意味で貴重です．肝心の共同研究の進捗

については，訪問中だけでは当初の目標の 6-7 割

位迄しか到達できませんでしたが，Hamaker 氏に

少しでも恩返しする意味も兼ねて，早い時期に論

文化を実現しようと現在奮闘しています． 

 

  

家族写真(Hamaker氏の夫のDr.David Hessen氏も，

項目反応理論に関する業績等で知られる，ユトレ

ヒト大学の心理統計学者です．) 

 

 

アムステルダム国立美術館内の展示品 オランダ

と言えば青のデルフト陶器が有名ですが，食器や

家具だけでなく楽器にもデルフト模様が施されて

います． 

 

 

ここまでくれば，デルフト模様の服を着たミッフ

ィーを見ても違和感はありません． 

 

 

宇佐美慧(うさみ・さとし) 

筑波大学大学院人間総合

科学研究科准教授 

2012 年 3 月東京大学大学院

教育学研究科博士課程修了．博

士 （教育学）．日本学術振興会

特別研究員（PD:統計科学），

University of Southern 

California客員研究員を経て2014年4月より現職． 
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2015年度日本行動計量学会総会議事録 

 

日時：2015年9月3日（木）17：00～18:00 

場所：首都大学東京 南大沢キャンパス 1号館2

階230教室 

 

1. 開会の辞 

 菊地事務局長より，開会の挨拶があった． 

 

2. 大会開催校代表挨拶 

 首都大学東京の岡部人文・社会系長より，ご挨

拶をいただいた． 

 

3. 学会挨拶 

 繁桝理事長が海外出張で不在のため，代理とし

て岡太前理事長より，挨拶があった． 

 

4. 議長選出 

 大分大学の江島伸興会員が選出された． 

5. 報告および議事 

(1) 平成26年度事業報告及び決算報告 

 菊地事務局長より，平成 26 年度事業報告およ

び決算報告が行われた．続いて，渡部監事より，

事業報告および決算報告について6月7日に監査

を行い，事実に相違ないこと，また，理事会の運

営は正常に行われていることが報告され，承認さ

れた． 

(2) 平成27年度事業計画及び予算案 

 菊地事務局長より，平成 27～29 年度の各委員

会委員長が紹介された．平成 27 年度事業計画お

よび予算案の説明があり，承認された．なお，今

後の事業計画として，岡太欧文誌検討委員長より，

Behaviormetrika のインパクトファクター取得

に向けた計画が説明された． 

(3) 名誉会員推薦 

 村上学会賞選考委員長より，理事会が推薦した

村上征勝氏，田栗正章氏が紹介され，承認された． 

 

6. 柳井レクチャー 

 岩崎柳井レクチャー委員長より，柳井晴夫元理

事長のご遺族よりいただいた寄付により，柳井レ

クチャーを創設したことが報告された． 

 

7. 学会賞授与 

 村上学会賞選考委員長より，選考の経緯および

学会賞受賞者とその受賞理由の報告があった． 

 功績賞を小笠原春彦会員，優秀賞を下川敏雄会

員，奨励賞を里村裕紀会員，出版賞をHeungsun 

Hwang 会員，高根芳雄会員に授与する発表があ

り，賞状および副賞が授与された． 

 

8. 次期大会開催校代表挨拶 

 中村大会実行委員長より，第44回大会は，2016

年 8 月 30 日～9 月 2 日の日程で，札幌学院大学

で開催予定であることが報告された． 

 

9. 大会実行委員長挨拶 

 中尾大会実行委員長より，挨拶があった． 

 

10. 閉会の辞 

 菊地事務局長より，閉会の挨拶があった． 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 





収入 27年度予算 26年度実績 予実差異
前年度繰越金 4,639,088 6,870,791 2,231,703
前年度事業未払繰越金 3,200,000 3,200,000 0
学会費 4,900,000 4,900,000 0
学会費（次年度以降前受け分） 2,200,000 2,273,000 73,000
学会誌売上金 150,000 204,200 54,200
広告費 400,000 570,000 170,000
預金利子 500 872 372
著作権料 330,000 359,709 29,709
雑収入 0 100,000 100,000
各委員会からの返還金等 0 507,102 507,102
学術定期刊行物補助金 0 0 0
学会活動積立金取り崩し 0 0 0
事務局整備積立金取り崩し 0 0 0
会員名簿発行積立金取り崩し 0 0 0

計 15,819,588円 18,985,674円 3,166,086円

支出 27年度予算 26年度実績 予実差異
前年度事業未払分 3,200,000 2,603,174 △ 596,826
学会誌制作費和文誌42-2 1,500,000 679,096 △ 820,904
学会誌制作費和文誌43-1 1,500,000 0 △ 1,500,000
学会誌制作費欧文誌42-2 1,500,000 1,637,011 137,011
学会誌制作費欧文誌43-1 1,500,000 0 △ 1,500,000
シンポジウム・セミナー費用 300,000 211,226 △ 88,774
各委員会活動費 450,000 450,000 0
研究部会費 100,000 100,000 0
学会事務委託費 1,400,000 1,646,450 246,450
印刷費等 30,000 21,708 △ 8,292
会報発行費 900,000 816,483 △ 83,517
通信費 10,000 1,080 △ 8,920
インターネット利用料 45,000 43,744 △ 1,256
消耗品費 10,000 3,870 △ 6,130
会合費 250,000 201,510 △ 48,490
雑費 30,000 20,520 △ 9,480
インターネットバンキング利用料 20,000 19,440 △ 560
学会誌保管料等 100,000 85,200 △ 14,800
J-stageデータ作成 400,000 162,000 △ 238,000
大会運営費 400,000 348,784 △ 51,216
大会準備金 300,000 300,000 0
予備費 100,000 97,200 △ 2,800
各種分担金 30,000 30,000 0
会員名簿作成 0 0 0
学会活動積立金 500,000 500,000 0
事務局整備積立金 0 1,000,000 1,000,000
学会賞基金積立金 150,000 150,000 0
会員名簿作成費積立金 0 0 0
カード手数料 2,500 1,350 △ 1,150
その他 1,092,088 16,740 △ 1,075,348
当年度事業未払繰越金 0 3,200,000 3,200,000
次年度への繰越金 4,639,088 4,639,088

計 15,819,588円 18,985,674円 3,166,086円

特別会計（別口座）　　　 期首 支出 収入 期末

学会賞基金（林知己夫賞） 2,910,001円 150,000円 150,000円 2,910,001円

学会賞基金（肥田野・水野賞） 249,906円 30,000円 0円 219,906円
学会賞基金（杉山賞） 698,110円 50,000円 0円 648,110円

柳井レクチャー基金 0円 100,000円 1,000,000円 900,000円

学会活動積立金 6,210,647円 0円 500,000円 6,710,647円
会員名簿作成費積立金 1,062,674円 0円 0円 1,062,674円
事務局整備積立金 6,156,072円 0円 0円 6,156,072円

日本行動計量学会 自 平成27年4月1日
至 平成28年3月31日

100万円を一般会計より積立、
講演者1名10万円

滞納分支払いを含む
前受け分

和文・欧文42-1

100万円を柳井レクチャー基金に積立

和文、欧文、運営（各15万円）

実績は和文誌41-2
実績は和文誌42-1

実績は欧文誌42-1

統計関連学会連合3万円

50万円積立

15万円を学会賞基金（林知己夫賞）に積立

日本行動計量学会平成27年度予算（案）

44回大会分

和文・欧文42-1
備考

備考

実績は欧文誌41-2

備考
功績賞10万円1名、優秀賞5万円1件、
15万円を一般会計より積立

研究部会2件（各5万円）
実績は役員選挙費用を含む

大会業務委託基本料、Web運営費用

会報4号分

奨励賞3万円1名
出版賞5万円1件

50万円を一般会計より積立

会員向けメーリングリスト、ドメイン名

学会名義の銀行口座
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理事会議事録 

日本行動計量学会2015年度第3回理事会議事録 

 

日時：2015年7月30日（木）18：00～20:10 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：繁桝算男理事長 

出席者：稲水伸行，今泉忠，岩崎学，植野真臣，

大森拓哉，岡太彬訓，尾崎幸謙，菊地賢一， 

椎名久美子，繁桝算男，鶴見裕之，中山厚穂， 

橋本貴充(書記)，林文，松本渉，森裕一（16名），

委任状13名 

監 事：村上隆 

 

資料 

1. 2015年度第2回理事会議事録案 

2. 第43回大会実行委員会報告 

2-1. 第43回大会実行委員会報告 

2-2. 第43回大会プログラム 

3. 総会関係資料 

3-1. 平成27年度総会議事次第 

3-2. 平成26年度事業報告 

3-3. 平成26年度決算案 

3-4. 平成27年度事業計画 

3-5. 平成27年度予算案 

4. メール会議 申し合わせ 

5. 欧文誌検討委員会資料 

5-1. 出版契約書 

5-2. 著作権譲渡書 

5-3. Springerで出版するメリット 

5-4. 移行のスケジュール 

5-5. 向上のための案 

6. 和文誌編集委員会からの報告 

7. 欧文誌編集委員会資料 

8. 広報委員会報告 

8-1. 広報委員会報告 

8-2. 英語版Webページ作成 請求書 

9. 講習会協賛のお願い 

10. データサイエンティスト協会資料 

10-1. データサイエンティスト協会リ

ーフレット 

10-2. データサイエンティスト協会概

要抜粋 

11. 滋賀大学への要望書 

12. 運営委員会資料 

議事 

 議事に先立ち，出席者 25 名（理事出席 12 名，

委任状 13 名）を確認し，理事会が成立している

ことが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1 にもとづき，2015 年度第 2 回理事会の

議事録が承認された． 

 

2. 第43回大会 

中山理事（大会実行副委員長）より，資料 2

にもとづき，現在の準備状況とプログラムにつ

いて報告された．繁桝理事長より，第 43 回大

会と International Congress of Psychologyを

する International Union of Psychological 

Sciences の理事会の日程に重なり，第 43 回大

会に出席できない事情が説明され，大会期間中

の理事長代行を，岡太前理事長にお願いするこ

とが提案され承認された． 

 

3. 第44回大会 

松本大会担当委員長より，第 44 回大会は，

2016年8月30日(火)～9月2日(金)に，札幌

学院大学にて，中村永友会員を実行委員長とし

て開催される予定であることが報告された．ま

た，2016 年の統計関連学会連合大会は 9 月 4

日(日)～7 日(水)に金沢大学にて開催されるこ

とが報告された． 

 

4. 学会賞・名誉会員 

村上学会賞選考委員長より，回収資料にもと

づき，学会賞の各賞の候補者案が提示され，承

認された．また，名誉会員 2 名の提案もあり，

理事会から総会に推薦することとなった． 

学会賞についての申し合わせに「名誉会員担

当理事」という記述が残されていることが指摘

され，この申し合わせの修正については，次回

以降の理事会で検討することとした． 

 

5. 総会関係 

菊地事務局長より，資料3にもとづき，総会

の議事次第，運営について報告があり，審議を

行った． 

資料3-1では大会開催校代表挨拶が依頼中と

されていたが，中山大会実行副委員長より，人

文・社会系長の岡部卓教授に依頼したことが報
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告された．また，資料 3-1 の「9. 大会実行委

員会」は「大会実行委員長挨拶」に修正された． 

なお，学会賞受賞者と名誉会員のご挨拶を，

総会でいただくかについては，事務局に一任さ

れた． 

 

6. メール審議の方法 

繁桝理事長より，メール審議の方法について

資料4にもとづき原案が説明され，審議を行い，

付記1.を「他学会行事への協賛など過去の理事

会判断から考えて，当然承認されることが妥当

な案件に関しては，メール会議を経ずに理事長

が判断し，後日，対面の理事会で承認を求める．」，

付記4.を「メール会議は，付記1によって，あ

るいは，3 によって対応できない場合に限定さ

れる．」と修正して承認された．メール会議の

返信は，発信元である事務局長に宛てることと

された． 

なお，対面の理事会を欠席する場合の委任に

ついて，原則として理事会に委任すること，重

要な議題は事前に告知し議題ごとに理事個人宛

の委任状を取ることが確認された． 

 

7. 欧文誌検討委員会の設置について 

繁桝理事長より，欧文誌検討委員会の設置が

提案された．岡太理事より，資料5にもとづき，

欧文誌検討委員会の説明があった．欧文誌検討

委員会を設置し，その委員を，岡太前理事長（委

員長），足立前欧文誌編集委員長，植野欧文誌

編集委員長，林前学会誌編集委員長，星野和文

誌編集委員長を委員とすることが承認された． 

 

8. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長の代理として，松本

和文誌編集副委員長より，資料6にもとづき，

現在の論文投稿・審査状況の報告があった．

前回理事会で議論された投稿規定2の改正に

ついて，文面を再確認した．執筆要項の不整

合を修正したこと，査読ルールを改正中であ

ることが報告された．なお，査読ルール，投

稿規定，執筆要項の改正の決定権は各編集委

員会にあることが確認された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料7にもと

づき，現在の論文投稿・審査状況の報告があ

った． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料 12 にもとづき，運

営委員の追加が提案され，承認された．また，

春の合宿セミナーについて次回理事会で報

告すること，運営委員会を大会期間中に開催

することが報告された．行動計量シンポジウ

ム，セミナー，討論会の企画の募集が呼びか

けられた． 

 

・広報委員会 

中山委員長より，資料8にもとづき，通常

業務と今後の会報について報告があった．ま

た，統計関連学会連合大会で，入会申込書・

学会リーフレットを展示・配布するためにブ

ース出展することが報告された．これについ

て，次回大会，春の合宿セミナー等のチラシ

を配布すること，学会誌を販売することが提

案された．さらに，学会リーフレット改訂の

時点または次回大会の準備時に，分類と方法

論の区分の見直しを検討することが提案さ

れた． 

Web サイトの英訳を業者に依頼して実施

したことが報告され，その費用を予備費から

支出することが報告された． 

 

・大会担当委員会 

松本委員長より，大会担当委員の一部が第

43 回大会の実行委員を兼任し当日の業務を

支援すること，および大会担当委員会を大会

期間中に開催予定であることが報告された． 

 

・統計関連学会連合 

岡太担当理事より，統計関連学会連合大会

の繰越金を，統計関連学会連合に預けること

が報告された． 

 

・事務局 

菊地事務局長より，入会の申請報告があり，

推薦者のある申請者の入会が承認された．推

薦者のない一部の申請者については，事務局

が確認した上で，問題がなければ入会が承認

されることとなった．また，退会者の報告が

あった． 

資料9にもとづき，他学会講習会協賛が承

認された． 
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各委員会の予算について，次年度に向けて

各委員会が使用計画を考慮して，事務局へ申

告し，その申告に基づき，事務局で原案を作

成し，理事会で承認を求めることとなった． 

 

9. その他 

 

・データサイエンティスト協会との連携 

尾崎理事より，資料 10 にもとづき，デー

タサイエンティスト協会について説明があ

った．日本行動計量学会が，データサイエン

ティスト協会の特別会員となることが提案

された．金銭的，人的な負担がないこと，メ

ーリングリストや Facebook を活用できるメ

リットがあることが確認され，特別会員とな

ることが承認された． 

 

・滋賀大学への要望書 

岩崎理事より，資料 11 にもとづき，日本

行動計量学会から滋賀大学へ，データサイエ

ンス学部新設の要望書を出すことが提案さ

れ，承認された．その際，「要望書」という

題目は変更しないことが確認された． 

 

・次回理事会は平成 27 年 9 月 2 日(水)，夕刻の

セッション終了後に，首都大学東京の第 43 回

大会第8会場（104教室）にて，岡太前理事長

を議事進行役として開催予定． 

 

以上 

 

日本行動計量学会2015年度第4回理事会議事録 

 

日時：2015年9月2日（水）17：45～19:15 

場所：首都大学東京 第43回大会第8会場（104

教室） 

 

議事進行：岡太彬訓理事（前理事長） 

出席者：足立浩平，稲水伸行，今泉忠，岩崎学，

植野真臣，大森拓哉，岡太彬訓，尾崎幸謙， 

菊地賢一，椎名久美子，清水昌平，竹村和久， 

鶴見裕之，中山厚穂，朴堯星，橋本貴充（書記），

林文，星野崇宏，松本渉，森裕一， 

山岡和枝（21名），委任状6名 

監事：村上隆 

陪席者：中村永友第44回大会実行委員長 

資料 

1. 2015年度第3回理事会議事録案 

2. 総会関係資料 

2-1. 平成27年度総会議事次第 

2-2. 平成26年度事業報告 

2-3. 平成26年度決算案 

2-4. 平成27年度事業計画 

2-5. 平成27年度予算案 

3. 学会賞について（申し合わせ） 

4. 和文誌編集委員会資料 

5. 欧文誌編集委員会資料 

 

議事 

議事に先立ち，出席者27名（理事出席21名，

委任6名）を確認し，理事会の成立が確認された．

繁桝理事長が海外出張で不在のため，岡太理事（前

理事長）が代理として議事進行を行うこととなっ

た． 

 

1. 議事録確認 

資料 1 にもとづき，2015 年度第 3 回理事

会の議事録が承認された． 

 

2. 第43回大会 

中山理事（大会実行副委員長）より，参加

者数，懇親会，ラウンドテーブルディスカッ

ション，ポスターセッション等について報告

された． 

 

3. 第44回大会 

中村大会実行委員長より，第 44 回大会の

日程および会場について報告された． 

 

4. 総会関係 

菊地事務局長より，資料2にもとづき，総

会次第の確認が行われた．出席している理

事・監事は，前方に並ぶこととした． 

 

5. 欧文誌検討委員会 

岡太委員長より，8月12日に委員会が開催

されたことが報告され，下記の提案があり，

理事会で承認された． 

1. BehaviormetrikaをSpringer社から出版

する． 

2. 同社の助言を受け，インパクトファクタ

ー取得を目指す． 
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3. Springer 社との契約，これまでの出版，

電子配信に関する契約との調整については，

法律専門家の意見を求めた上で欧文誌検討

委員会に一任する． 

植野理事より，資料5にもとづき，欧文誌

の改革について欧文誌編集委員会に諮り承

認されたことが報告された．星野理事より，

欧文誌の一般論文や特集を和文誌に掲載し

たり，和文誌の論文を「翻訳」という区分で

欧文誌に掲載したりできるよう検討中であ

ることが報告された． 

統計関連学会連合のJapanese Journal of 

Statistics 構想については，話し合いに参加

する方針となった． 

 

6. 学会賞申し合わせ 

菊地事務局長より，資料3にもとづき，「学

会賞について（申し合わせ）」の改正の提案

があり，原案通り承認された．次回の理事会

で学会賞選考委員長を選ぶことが確認され

た． 

 

7. 各委員会報告 

 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料4にもと

づき，現在の審査状況が報告された．特集号

の企画が提案され承認された．査読ルールを

内規化したことが報告された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料5にもと

づき，現在の審査状況が報告された． 

 

・運営委員会 

大森委員長より，9 月 2 日昼に委員会が開

催されたこと，今大会のチュートリアルセミ

ナーについて，および次回の春の合宿セミナ

ーについて報告があった．シンポジウムの謝

金の目安については，委員会で審議の上，次

回以降の理事会で報告することとなった． 

 

・広報委員会 

中山委員長より，会報や学会 Web サイト

の更新などの広報活動について報告があっ

た．統計関連学会連合大会にてブース出展を

行い，リーフレットと入会申込書を配布する

予定であることが報告された． 

・大会担当委員会 

松本委員長より，委員6名が今大会の実行

委員として活動中であることが報告された．

9 月 4 日に委員会を開催予定であることが報

告された． 

 

・資料アーカイブス委員会 

朴副委員長より，動画の公開について検討

中であることが報告された． 

 

・事務局 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，

入会，退会，種別変更の報告があり，承認さ

れた． 

 

8. その他 

次回理事会は後日日程を調整の上，平成27

年11月に大学入試センターにて開催予定． 

 

以上 
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関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

 

☆The 8th International Conference of the 

ERCIM WG on Computational and Methodological 

Statistics (ERCIM 2015) 

開催日：2015年12 月12日～14日 

開催場所：Senate House, University of London, UK  

http://www.cmstatistics.org/CMStatistics2015/ 

 

☆人文科学とコンピュータシンポジウム 「じん

もんこん2015」 （日本行動計量学会後援） 

開催日：2015年12月19・20日 

開催場所：同志社大学京田辺キャンパス 

http://jinmoncom.jp/sympo2015/ 

 

☆第26回日本疫学会学術総会 

開催日：2016年1 月21～23 日 

開催場所：米子コンベンションセンターBig Ship  

http://www.csj-sanin.net/jea26th/ 

 

☆第10回日本統計学会春季集会 

開催日：2016年3 月5 日 

開催場所：東北大学川内南キャンパス 

ポスターセッション締切：2016年2月中旬予定 

Webサイトは準備中 

 

☆第61回大会数理社会学会 

開催日：2016 年3 月17・18 日 

開催場所：上智大学四谷キャンパス 

報告提出期間：2016年1月5日（火）〜17日（日）

（必着） 

http://www.jams-sociology.org/ 

 

☆第37 回社会言語科学会研究大会 

開催日：2016年3月19・20日 

開催場所：日本大学文理学部 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

 

 

 

☆第11回日本感性工学会春季大会 

開催日：2016年3 月26・27日 

開催場所：神戸国際会議場 

演題・原稿提出締切：2015年12月2日～1月22日 

http://www.jske.org/taikai/jske11s/submission/ 

 

☆第27 回日本発達心理学会 

開催日：2016年4月29日～ 5月1日 

開催場所：北海道大学 

http://www.jsdp.jp/contents/meeting/taikai.html 

 

☆AAPOR 71th Annual Conference 

開催日：2016 年5月12日～15日 

開催場所：Hilton Austin , Austin, Texas 

http://www.aapor.org/AAPORKentico/Conferen

ce/Upcoming-Conferences.aspx 

 

☆The 21th IEA World Congress of Epidemiology 

(WCE2017) 

開催日：2017 年6 月25 日～27 日 

開催場所：大宮ソニックシティ 

Webサイトは準備中 

 

☆第31 回国際心理学会議 

31th International Congress of Psychology 

(ICP2016) 

開催日：2016 年7 月24 日～29 日 

開催場所：パシフィコ横浜 

http://www.icp2016.jp/ 

 

☆2016年度統計関連学会連合大会 （予定） 

開催日：2016年9月11日～ 9月14日 

開催場所：金沢大学 

http://jss.gr.jp/ja/convention/index.html 

 

☆第25回日本パーソナリティ心理学会大会 

開催日：2016年9月14・15日 

開催場所：関西大学千里山キャンパス 

Webサイトは準備中 

 

☆第57回日本社会心理学会 

開催日：2016年9月17・18日 

開催場所：関西学院大学西宮キャンパス 

Webサイトは準備中 

http://jinmoncom.jp/sympo2015/
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公募・求人情報 

☆大阪大学教員（医学系研究科教授）募集 

大阪大学教員（医学系研究科教授）を下記要領

で募集します．詳しくは下記サイトをご覧くださ

い． 

http://www.med.osaka-u.ac.jp/files/kobo/bosy

u_20151013.pdf 

 

             記 

募集講座 ： 情報統合医学講座（医学統計学） 

1. 募集教員：教授 

2. 専門分野：医学統計学 

3. 応募締切：平成27年12月14日（月）（必着） 

4. 問い合わせ先：〒565-0871 大阪府吹田市山田

丘2-2 

 大阪大学大学院医学系研究科情報統合医学講座

（医学統計学） 

 教授選考委員会委員長 松村 泰志 

 （電 話）06-6879-5900 

 （E-mail）matumura@hp-info.med.osaka-u.ac.jp 

 

平成27年10月 9日  

医学系研究科長 

 

 

 

 

会員の著書等 

守口剛・佐藤栄作（編著），佐藤忠彦・里村卓也・

鶴見裕之・樋口知之（著），『ブランド評価手法－

マーケティング視点によるアプローチ－』（シリー

ズマーケティング・エンジニアリング），朝倉書店，

2014年12月 

 

 

松原望（著）『人間と社会を変えた9つの確率・

統計学物語』，SB Creative，2015年4月 

 

 

John Haigh（著）（木村邦博 訳）『確率』（サ

イエンス・パレット），丸善出版，2015年8月 

 

http://www.med.osaka-u.ac.jp/files/kobo/bosyu_20151013.pdf
http://www.med.osaka-u.ac.jp/files/kobo/bosyu_20151013.pdf
mailto:matumura@hp-info.med.osaka-u.ac.jp
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永野裕之（著）岡田謙介（監修）『統計学のため

の数学教室』，ダイヤモンド社，2015年9月 

 

 

丸山久美子（著）『林知己夫の生涯: データサイエ

ンスの開拓者がめざしたもの』，新曜社，2015年

9月 

 
 

丹後俊郎（著） 『経時的繰り返し測定デザイン ―

治療効果を評価する混合効果モデルとその周辺―』

医学統計学シリーズ 10，朝倉書店，2015年9月 

 
 

 

 

山田剛史・村井潤一郎・杉澤武俊（著）『Rによ

る心理データ解析』，ナカニシヤ出版， 

2015年9月 

 

 

 

 

会員からのお知らせ 

 

「心理学ワールド」無料ダウンロードのご案内 

高根芳雄（ビクトリア大学心理学科） 

 本年度の柳井レクチャーでも触れましたが，私

が「心理学ワールド」68, 69, 70号に執筆いたし

ましたエッセイ3部作が全て日本心理学会のホー

ムページから無料でダウンロード出来る運びにな

りました．このエッセイの趣旨は出版社によると

「海外で長く研究者として活躍している人に，そ

の人が積み重ねてきた海外での経験や研究の話題，

ないしは北米の心理学に関する話題などを振り返

ってもらう」ということですので，もし興味があ

ればご笑読下さい．3部作の表題は「高校生留学」，

「大学院留学」，「北米での就職」です．アドレ

スは

www.psych.or.jp/publication/world068.htmlで

す．068の部分を069, 070に変えると第2,第3

のエッセイにアクセスができます． 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 

電気通信大学大学院情報システム学研究科 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/bhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号(1974年)に

遡って電子化し，JSTで運用している電子アーカ

イブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて全

文公開(無償での公開)しております．電子アーカ

イブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の著作

権行使（全文電子公開）同意を論文著者から得る

必要があります．1999年の総会以降刊行された論

文については，著作権は日本行動計量学会に帰属

するよう規定が明確に定められましたが，それ以

前に掲載された記事等の著作権は，明確に定めら

れておりませんでした．電子化し公開するに当た

っては，各論文の著者全員に，本学会への著作権

委譲についての文面をお送りし，多くの著者のご

了解をいただきました．現在までにお返事をいた

だいていない著者の論文は，本来は著者からの権

利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 

 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html


 

 

 

日本行動計量学会会報 第 147 号                                 2015 年 12 月 1 日 

26 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数 (2015年11月11日現在) 

正会員       ： 772名 （海外7含む） 

準会員       ： 55名  

名誉会員      ： 16名  

賛助会員      ： 21社  

シニア会員     ： 26名  

計         ： 890名  

 

学会誌等寄贈先 ： 

 

7件 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

（注意）2013年12月中旬より配信システムが変 

更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去

のメーリングリストアーカイブ」（過去のメールニ

ュース）のページにアクセスする際には，以下の

ユーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず， お引き受けしています．

後述する方法で申し込んで下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書(会報発行日に出版後2年を経過しないもの)や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，公募情報(賛助会員企業の求人情報も含む)

などの情報を含め，会員の皆様から原稿を募集し

ております．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
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本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞では，出版賞は，過去3 年

程度の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の「会

員の著書等」の紹介コーナーは，会員の方々が著

書等を出版されたことをアピールできる数少ない

場であると思いますので，優れた書籍の推薦や情

報などをお寄せ下さいますようお願いいたします．

なお，会員の方がご自身で出版された著書につい

てご連絡いただく際には，書誌情報とともに(出版

社から入手した)書影を後日お送りいただきます

ので，ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号148号の場合には1月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，広報依頼の受付

のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

9月に開催された第43回大会では，本学会の新

たな試みとしてポスターセッションとラウンドテ

ーブルディスカッションが設けられました．両セ

ッションともに，発表者と参加者の議論が盛り上

がり，活発な印象を受けた大会でした．また，先

日行われた理事会においても，両セッションに対

して好意的な意見がありました．次年度にも期待

したいです． 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました． 

今後も，これまでと同様に皆様からのご意見を

お伺いしながら，皆様のお役に立てるような魅力

ある充実した会報となるように努めていきたいと

考えております．ご意見，ご要望，その他会報に

掲載すべきと思われる情報などございましたら広

報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

(おざき こうけん，尾崎 幸謙) 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：中山厚穂 

 

会報作成担当：尾崎幸謙，阿部貴人，上野雄史， 

宇佐美 慧，江口幸治，川端一光，

木村邦博，清水裕士，鶴見裕之，

朴堯星，藤田泰昌，山本倫生 

 

相談役：松本渉 

 

 

 

 

 

 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html

